
市 議 会 だ よ り 平成２７年（２０１５年）８月１１日発行－５－　　（２４８号）

関
根
優
司
（
日
本
共
産
党
）

　

契
小
泉
改
革
で
住
民
税
最
低
税
率

が
５
％
か
ら　

％
に
引
き
上
げ
ら
れ

１０

て
か
ら
、
低
所
得
者
の
地
方
税
滞
納

が
増
え
た
。
差
し
押
さ
え
に
よ
る
自

殺
や
餓
死
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
た
。

小
金
井
で
悲
惨
な
事
態
は
起
こ
し
て

は
な
ら
な
い
が
、
見
解
は
。
形
税
の

滞
納
処
分
で
、
差
押
禁
止
財
産
で
あ

っ
て
も
銀
行
預
金
に
振
り
込
ま
れ
た

ら
全
額
差
し
押
さ
え
て
き
た
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
違
法
の
場
合
が
あ
る

と
の
判
決
が
出
た
。
判
決
に
基
づ
き
、

鳥
取
県
は
滞
納
整
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

改
訂
し
た
。
国
・
都
か
ら
そ
の
後
の

改
善
指
導
は
あ
っ
た
か
。
径
預
金
の

全
額
差
し
押
さ
え
に
よ
る
餓
死
・
自

殺
等
の
事
件
が
起
き
て
き
た
。
慎
重

の
上
に
も
慎
重
な
配
慮
を
。
恵
職
員

を
増
員
し
て
丁
寧
な
納
税
相
談
を
。

　

税
務
担
当
部
長　

契
憲
法
第　

条
２５

で
生
存
権
、
第　

条
で
納
税
の
義
務

３０

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ご
事
情
の
あ

る
方
は
、
早
め
の
納
税
相
談
を
お
願

い
し
た
い
。
形
都
か
ら
判
決
の
周
知

文
が
来
た
が
、
現
時
点
で
も
行
政
の

執
行
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
径

事
前
に
状
況
が
ど
う
し
て
も
明
ら
か

に
な
ら
な
い
場
合
は
、
預
金
を
全
額

差
し
押
さ
え
ざ
る
を
得
な
い
場
合
が

あ
る
。
恵
税
保
統
合
に
よ
る
業
務
効

率
化
と
体
制
の
強
化
を
図
り
た
い
。

　

納
税
課
長　

径
臨
戸
、
文
書
送
付
、

納
税
相
談
等
、
慎
重
に
配
慮
し
て
い

る
。

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
待
機
児
童
解
消
と
保
育
施
策
の

充
実
に
つ
い
て
。
契
待
機
児
童
解
消

が
一
定
前
進
し
て
い
る
が
、
認
可
保

育
所
の
増
設
に
よ
る
も
の
は　

％
弱

４０

で
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
に
認
可
保
育
所
の
増
設
を
中
心
に

進
め
る
べ
き
で
は
。
形
市
が
責
任
を

持
っ
て
、
小
規
模
保
育
と
家
庭
的
保

育
事
業
の
連
携
施
設
の
設
置
を
進
め

る
べ
き
で
は
。
径　

時
間
保
育
に
認

１１

定
さ
れ
た
方
が
や
む
を
え
ず
８
時
間

認
定
に
変
更
し
、
開
設
時
間
８
時
間

の
施
設
に
預
け
る
場
合
、
延
長
保
育

料
の
軽
減
策
等
の
改
善
が
必
要
で
は
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
０
～
２
歳

児
の
ニ
ー
ズ
へ
、
小
規
模
保
育
事
業

な
ど
で
機
動
的
に
対
応
し
て
い
く
。

認
可
保
育
所
も
事
業
計
画
に
基
づ
き

整
備
す
る
。
形
各
事
業
者
の
責
任
で

設
置
す
る
も
の
だ
が
、
市
が
支
援
で

き
る
も
の
は
検
討
す
る
。
径
入
所
時

に
保
護
者
の
理
解
は
得
て
い
る
。
延

長
保
育
料
軽
減
策
は
考
え
て
い
な
い
。

　

許
梶
野
町
に
出
店
す
る
Ｏ
Ｋ
ス
ト

ア
の
新
築
工
事
に
つ
い
て
、
渋
滞
や

事
故
、
騒
音
等
、
交
通
や
住
環
境
へ

の
対
策
を
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
指

導
助
言
す
べ
き
で
は
。

　

ま
ち
づ
く
り
担
当
部
長　

交
通
及

び
環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
、
近
隣

住
民
へ
の
丁
寧
な
対
応
を
お
願
い
し

た
。
開
発
指
導
の
中
で
の
確
認
や
約

束
に
つ
い
て
注
視
し
、
必
要
に
応
じ

て
話
を
し
て
い
く
。

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

　

虚
空
き
家
等
対
策
特
別
措
置
法
が

全
面
施
行
さ
れ
、
特
定
空
家
（
倒
壊

の
お
そ
れ
が
あ
る
・
衛
生
上
著
し
く

有
害
・
景
観
を
著
し
く
損
な
う
・
生

活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
等
）
に

対
し
、
撤
去
・
修
繕
の
指
導
、
勧
告
、

命
令
が
可
能
と
な
り
、
課
税
情
報
か

ら
の
所
有
者
特
定
、
勧
告
に
従
わ
な

い
場
合
の
税
優
遇
措
置
の
打
切
り
も

可
能
に
な
っ
た
。
契
市
の
対
応
の
流

れ
と
具
体
的
な
取
組
は
。
形
特
別
措

置
法
の
内
容
や
相
談
窓
口
に
つ
い
て
、

市
民
へ
の
速
や
か
な
情
報
提
供
を
。

　

総
務
部
長　

契
空
き
家
問
題
は
解

決
し
に
く
く
、
社
会
問
題
化
し
て
い

る
。
特
別
措
置
法
全
面
施
行
を
受
け
、

関
係
部
局
の
連
携
体
制
構
築
を
進
め

る
と
と
も
に
、
所
有
者
に
対
し
、
改

善
を
強
く
訴
え
、
課
題
解
決
を
図
る
。

形
所
有
者
に
は
文
書
で
、
市
民
に
は

市
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
す
る
。

　

許
市
内
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
、

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
を
。

契
総
合
体
育
館
の
空
調
設
備
や
、
栗

山
公
園
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
の
施
設

修
繕
を
。
形
総
合
体
育
館
の
各
階
に
、

洋
式
ト
イ
レ
の
増
設
を
。

　

生
涯
学
習
部
長　

契
空
調
設
備
は
、

今
秋
改
修
工
事
を
行
う
予
定
。
形
指

定
管
理
者
と
も
協
議
し
、
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
有
料
ご
み
袋
の
素
材
改

善
や
、
障
が
い
者
に
も
優
し
い
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

片
山　

薫
（
緑
・
市
民
自
治
）

　

虚
契
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
生
活
困

窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
の
相
談
人

数
は
。
形
相
談
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

径
生
活
保
護
に
つ
な
が
っ
た
人
数
は
。

恵
周
知
が
行
き
届
い
て
い
な
い
の
で

は
。
慶
庁
内
連
携
は
。
慧
国
保
滞
納

者
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
し
て
は
ど
う
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
４
月
は　

人
２４

か
ら　

件
の
相
談
が
あ
っ
た
が
、
支

３９

援
プ
ラ
ン
作
成
ま
で
は
至
ら
な
か
っ

た
。
形
相
談
者
の
現
状
と
ニ
ー
ズ
の

把
握
に
努
め
、
適
切
に
支
援
に
つ
な

げ
た
い
。
慶
連
絡
会
を
検
討
し
て
い

る
。
慧
関
係
課
と
の
協
議
が
必
要
。

　

生
活
福
祉
担
当
課
長　

径
生
活
保

護
の
申
請
を
勧
め
ら
れ
た
の
が
３
人

で
、
そ
の
う
ち
生
活
保
護
が
決
定
し

た
の
は
１
人
。
恵
現
在
、
チ
ラ
シ
の

配
布
を
準
備
し
て
い
る
。
今
後
、
ど

こ
で
知
っ
た
か
も
把
握
す
る
。

　

許
契
防
犯
カ
メ
ラ
は
要
綱
に
沿
っ

た
運
用
が
さ
れ
て
い
る
か
。
設
置
の

表
示
は
。
形
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
条
例

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
市
民
説

明
会
を
開
い
て
ほ
し
い
。
径
学
校
通

学
路
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い

て
、
保
護
者
へ
の
説
明
は
。

　

総
務
部
長　

契
関
係
課
と
調
整
し

て
確
認
す
る
。
形
予
定
し
て
い
な
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

径
各
学
校
で
対

応
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
複
合
施
設
と
し
て
の
福

祉
会
館
と
公
民
館
の
役
割
と
再
評
価

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

湯
沢
綾
子
（
自
民
党
小
金
井
）

　

子
ど
も
た
ち
が
農
業
に
親
近
感
を

感
じ
、
自
然
の
恩
恵
や
食
に
関
わ
る

人
々
へ
の
感
謝
や
理
解
を
深
め
る
た

め
の
素
晴
ら
し
い
環
境
が
本
市
に
は

あ
る
。
こ
れ
を
活
か
す
た
め
に
も
、

学
校
給
食
に
地
場
産
野
菜
を
取
り
入

れ
、
生
産
者
と
の
交
流
を
促
す
べ
き

で
あ
る
。
小
金
井
市
食
育
基
本
条
例

は
、
地
産
地
消
を
推
進
す
る
こ
と
を

基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
、
学
校
給
食

へ
積
極
的
に
小
金
井
市
産
野
菜
を
利

用
す
る
こ
と
を
市
や
教
育
関
係
者
の

責
務
と
し
て
い
る
。
契
学
校
給
食
に

地
産
池
消
を
取
り
入
れ
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

形
給
食
に
地
産
地
消
を
取
り
入
れ
る

こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
皆
が
認

識
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本

市
の
学
校
給
食
に
お
け
る
地
場
産
野

菜
の
使
用
率
は
ま
だ
低
い
割
合
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
既
存
の
物
を
利
用

す
る
今
の
や
り
方
か
ら
一
歩
進
ん
で
、

学
校
給
食
側
か
ら
生
産
者
に
積
極
的

に
働
き
か
け
た
り
、
供
給
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
す
る
存
在
が
な
け
れ
ば
使

用
率
は
上
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

教
育
長　

契
市
内
の
農
業
を
学
校

給
食
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
教
育

的
な
意
義
が
非
常
に
高
い
。

　

学
校
教
育
部
長　

形
市
内
の
生
産

者
の
多
く
が
少
量
多
品
目
で
あ
り
、

安
定
供
給
が
難
し
い
こ
と
な
ど
が
課

題
で
あ
る
。
農
業
関
係
者
や
教
育
関

係
者
と
連
携
し
な
が
ら
努
力
し
た
い
。

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

契
声
の
広
報
の
デ
イ
ジ
ー
Ｃ
Ｄ
で

の
お
届
け
開
始
は
、
視
覚
障
が
い
者

へ
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
か
。
形
点
字
図
書
の
給
付

事
業
に
、
新
聞
と
雑
誌
も
加
え
る
べ

き
で
は
。
径
同
行
援
護
は
障
害
者
総

合
支
援
法
の
義
務
的
経
費
。
一
人
ひ

と
り
の
必
要
量
に
応
じ
て
計
画
量
の

設
定
を
。
恵
同
行
援
護
の
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
養
成
講
座
の
受
講
に
対
し
て
、

介
護
保
険
の
介
護
職
員
初
任
者
研
修

と
同
様
に
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。

　

広
報
秘
書
課
長　

契
毎
年
、
自
立

生
活
支
援
課
か
ら
リ
ス
ト
の
提
供
を

受
け
、
電
話
で
声
か
け
を
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
お
断
り
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、
再
度
の
声
か
け
は
し
て
い
な
い
。 　

福
祉
保
健
部
長　

形
給
付
事
業
の

対
象
は
価
格
が
高
額
に
な
る
一
般
図

書
に
限
っ
て
い
る
た
め
、
新
聞
や
雑

誌
を
対
象
と
す
る
考
え
は
持
っ
て
い

な
い
。
径
適
正
か
つ
公
平
な
支
給
決

定
を
行
う
た
め
、
一
定
の
基
準
、
ル

ー
ル
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
希

望
す
る
サ
ー
ビ
ス
量
が
支
給
決
定
さ

れ
な
い
方
も
い
る
か
と
思
う
。
基
準

を
超
え
て
支
給
決
定
す
る
必
要
が
あ

る
場
合
は
、
第
三
者
委
員
会
で
意
見

を
諮
り
、
適
正
量
を
決
定
し
て
い
る
。

恵
国
や
都
が
主
体
と
な
っ
て
や
る
べ

き
こ
と
。
機
会
を
捉
え
て
、
国
や
都

へ
意
見
・
要
望
し
て
い
き
た
い
。
市

で
は
、
職
員
の
講
師
派
遣
な
ど
の
支

援
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
自
ら
助
け

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
障

が
い
者
の
死
亡
率
は
、
健
常
者
の
２

倍
以
上
に
も
上
っ
た
。
災
害
時
等
に

障
が
い
者
を
守
る
た
め
に
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
提
案
し
、
実
現
し
た
が
、

更
な
る
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
契
狛

江
市
の
よ
う
な
視
覚
障
が
い
者
用
ベ

ス
ト
（
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
入
れ
る
ポ

ケ
ッ
ト
、
緊
急
を
知
ら
せ
る
笛
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
も
入
る
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

の
ポ
ケ
ッ
ト
等
の
様
々
な
機
能
が
あ

る
も
の
）
を
作
り
、
配
付
し
な
い
か
。

形
周
囲
の
協
力
を
得
る
た
め
、「
災

害
時
の
障
が
い
者
支
援
ガ
イ
ド
」
を

作
り
、
配
付
し
な
い
か
。
径
首
都
直

下
地
震
で
は
、
小
金
井
市
で
約
２
千

棟
も
焼
失
す
る
と
の
被
害
想
定
が
出

て
い
る
。
こ
う
し
た
火
災
に
よ
る
惨

事
を
未
然
に
防
ぎ
、
家
屋
と
生
命
を

守
る
た
め
、
国
も
推
進
し
て
い
る
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
・
啓
発
を
早

急
に
行
わ
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
参
考
に
し
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
。
形
研
究
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

総
務
部
長　

径
普
及
・
啓
発
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

■
そ
の
他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
、　
２４

時
間
対
応
で
き
る
よ
う
に
学
校
で
の

収
納
ボ
ッ
ク
ス
設
置
や
コ
ン
ビ
ニ
設

置
等
を
進
め
る
こ
と
を
提
案
・
質
問

し
ま
し
た
。

早
急
に
空
き
家
対
策

早
急
に
空
き
家
対
策
のの

進
展
を
図

進
展
を
図
れれ

税
徴
収
で
の
悲
惨
事
態

税
徴
収
で
の
悲
惨
事
態
はは

引
き
起
こ
さ
な
い
配
慮

引
き
起
こ
さ
な
い
配
慮
をを

待
機
児
童
解
消
と
保
育
施

待
機
児
童
解
消
と
保
育
施
策策

の
充
実
を
求
め

の
充
実
を
求
め
るる

視
覚
障
が
い
者
が
情
報

視
覚
障
が
い
者
が
情
報
をを

得
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

得
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
をを

災
害
時

災
害
時
にに

障
が
い
者
を
守
る
た
め

障
が
い
者
を
守
る
た
め
にに

困
っ
て
い
る
人
に
届

困
っ
て
い
る
人
に
届
くく

制
度
を
／
監
視
社
会
は
イ

制
度
を
／
監
視
社
会
は
イ
ヤヤ

学
級
給
食
に
地
場
産
野
菜

学
級
給
食
に
地
場
産
野
菜
をを


